



































































































一說釋孟侯爲諸侯之長、以爲是指康叔。見漢書、地理志、三監畔、周公誅之、盡以其地封弟 叔、號曰 。師古注、孟、長也、言爲諸侯之長。僞孔傳、孔疏乁宋學皆承此說 ……指康叔是正確的、但釋爲諸侯之長則不確。由周代金文看、當時統治者的稱呼常多樣化。……則康叔
稱孟侯完全是可以的。但史實上傡不見康叔當時曾爲諸侯之長、如果居諸侯之




























































































































































































四時之秋、則後起之名矣。 （ 《殷虛文字記》 ）卜辭、庚戌卜、
、




























































































































































































































































































































































。つまり、 「孟姜」 「孟弋」 「孟庸」の三語は、同義語であるのであって、先に










































































































































































































































































































































































































































































（注二） 　『詩經譯注』 （齊魯書社 　一九八五年）一八二頁。（注三） 　『金文餘釋』 （郭沫
全集、考古篇８ 　科學出
社 　二〇〇二年）釋白、三八八～三八九頁。









釋に就いては、拙稿「 『詩經』季女攷」 （ 『二松學舍大學論集』第五六號 　平成二五年所收）を參照。































（注二〇） 　『 』興詞硏究』 （硏文出
　二〇一二年）二四五頁。
（注二一） 　「淑女」の解釋に就いては拙稿「中國古代の巫祝について





（注二三） 　『中國文字』四篇（三民書局 　民國七三年）四五一頁。（注二四） 　『辭通』卷二一（開朙書店 　一九三四年
) 。
（注二五） 　「工」が「巫」の假借字であることは家井眞「 『詩經』工字攷」 （ 『二松學舍大學百三十周年記念論文集』平成二十年所収）に詳論がある。（注二六） 　『古代祭政と穀靈信仰』 （三品彰
全集第五卷、平凢社 　昭和四八年）三五八頁。




（注三一） 　「伏羲考」 （ 聞一多全 湖北人民出




























發微」 （ 『 《詩經》硏究』孫作雲文集第二巻、河南大學出
社 　二〇〇三年）二九四頁。
（注四〇） 　（注二〇）歬揭書四七〇頁。（注四一） 　訓讀は、家井眞『 『詩經』の原義的硏究』 （硏文出
　二〇〇四年）二六頁に據った。
（注四二） 　 七 歬揭書一四七頁。（注四三） 　『古史辨』第一册、自序（海南出
社 　二〇〇五年）三八頁。
（注四四） 　『書經・易經 抄） 』 （中國古典文學大系、平凢社 　一九七二年）一二〇頁。（注四五） 　『中國古代の宗敎と文化 角川書店 　昭和五二年）歬揭書四一三～四 四頁。（注四六） 　詳しい解釋は拙稿「 『詩經』好人攷」 （二松學舍大學 　大學院紀要『二松』第二七集 　平成二五年所收）を參照。
　※右記の他に使用した『詩經』工具書は、拙稿「 『詩經』鄭風・山有扶
篇の「狡
」に關する一考察」 （二松學舍大學 　大學院紀要『二松』第二八集 　平成二六
年所收）を參照。
